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は じ め に

本稿は，1970年以降に本国オマーンへ帰還し

たアフリカ系オマーン人の帰還先での文化的適

応状況とその社会的背景を明らかにするもので

ある。アフリカ系オマーン人とは，19世紀以降

移民として一定期間東アフリカ諸国に定住した

後に本国に戻り，再定住した人びとおよびその

子孫である。彼らは歴史的，社会的にアフリカ

と関係（ここでは「アフリカ性」と呼ぶ）をもつ

人びとで，オマーン生まれの者も含む（注１）。一

般にオマーンを含めたアラブ社会では，アフリ

カ性をもつ人びとは社会的に劣った存在である

と認識されている。これに対置される存在がオ

マーン人のマジョリティを占める「ネイティブ・

オマーン人」であり，アフリカ性をいっさいも

たないオマーン人のなかでアラブと自覚してい

る者を指す。以下，アフリカ系オマーン人は

1970年以降のオマーン社会でのみ存在すること

から，それ以前，つまりアフリカ在住時のオ

マーン出身者に関しては「オマーン移民」と言

及する。

アフリカ系オマーン人のような存在を一般に

帰還移民という（注２）。人類学における移民研究

は，もともと農村から都市への移動を扱ってい

た。人類学内部で移民に注目が集まりだしたの

は1950年代後半から60年代である。1970年代に

なると，国際移民にも研究の幅が広げられるよ

うになり［Brettell 2000］，本国への仕送り，ネ

ットワーク論，移住先における本国との文化的

つながりといったテーマを扱ってきた。こうし

たなか，移民活動を終えて本国に戻ってきた帰

還移民を扱う研究が登場したのは1970年代後半

である［Gmelch, G. 1980］。しかしブレッテル

（Brettell）によれば，1990年代初頭までヨーロッ

パ内部での移動の例を除き，帰還移民が人類学

で大きな関心を集めることはなかったという

［Brettell 2003, 48; King 1978; Rhoades 1978］。帰還

移民研究は，おもに帰還移民のホスト社会（移

民先，帰還先双方）への（再）適応状況やホスト

社会に及ぼす影響，および彼らのアイデンティ

ティのあり方に焦点を当ててきた。帰還移民は

集団として，移民先と帰還先の２カ所をホスト

社会としてもつことから，通常の移民と異なり，

２度の適応を経験していることになる。移民先

とは異なる適応を本国で経験することは想像に
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難くない。

帰還移民は移動の流れによって２つに大別で

きる。ひとつめは政治・経済的権力関係におい

て下位の国から上位の国に向かい，下位の国に

戻るという出稼ぎ移民である。たとえば，フラ

ンス・カナダから帰還したポルトガル移民

［Brettell 1986; 2003］，北米から帰還した中・南米

移民［Sandis 1970; Taylor 1976; Thomas-Hope 

1985; Gmelch, G. 1992; Guarnizo 1997］などがあげ

られる。２つめはその逆で，政治・経済的権力

関係において上位の国から下位の国に向かい，

上位の国に戻るという「植民者移民」で，アル

ジェリアから帰還したフランス移民，インドネ

シアから帰還したオランダ移民などがこれにあ

たる［Smith 2003］。一般的に前者は帰還を選択

できる立場にあるのに対し，後者は多くが脱植

民地化の動きのなかで本国への帰還を強制され

た立場にある。したがって帰還が比較的短期間

におこなわれ，現在ではほぼ終了しているとい

ってよい。本稿で扱うアフリカ系オマーン人も

後者に該当する。

中東アラブ世界の移民をみてみよう。中東か

ら世界各地に移民していった代表格にレバノン

移民がいるが，Hashimoto（1992, 66）橋本によ

れば，移民先から本国レバノンに戻るものの，

すぐに再移民する傾向にあるという。また，18

世紀以降インド洋全域に大量に散らばっていっ

たハドラマウト移民（現イエメンのハドラマウト

地方出身者）に関する研究は歴史学の分野で

1990年代以降盛んになっているが，本国という

よりは，移住先におけるハドラマウト移民を宗

教的側面（おもにイスラームの伝播と発展という

側面）から論じることが多かった［新井 2000, 177; 

Berg 1969（1887）： Freitag and Clarence-Smith 

1997］。このハドラマウト移民の一部は19世紀

に東アフリカにも移住しているが，オマーン移

民のようにある一時期に大量帰還はしていない。

これは1960年代後半に石油が発見されたオマー

ンと異なり，本国イエメンは経済的に貧しく，

帰還のメリットがないこと，またハドラマウト

移民は，アフリカ人によるアラブ追放を目的と

したザンジバル革命（1964年）の主要な犠牲者で

はなかったことが原因と思われる（次節で詳述す

るように，主要な犠牲者はオマーン移民）。

このザンジバル革命と本国オマーンの政権交

代を大きな契機として，1970年からの約15年の

あいだにオマーン移民はいっせいに本国帰還を

果たした。もっとも，アフリカ系オマーン人だ

けがオマーンにおける帰還移民であったわけで

はない。1970年以降，アラブ首長国連邦やクウ

ェイトなどの近隣諸国からオマーンに帰還した

移民もいたが，彼らの多くは同じアラブ・イス

ラーム文化圏に属する移民先からの帰還であっ

た。これに対し，アフリカ系オマーン人は移民

先の現地人と通婚し，その結果として子孫の多

くが「混血」（注３）であることに加え，当地で実

践していたスワヒリ文化をもちかえったという

特徴がある。このように他の帰還移民と比べる

と，アフリカ系オマーン人は一定期間に大量に

帰還し，そこでひとつの社会カテゴリーを形成

したという点で特殊性がある。

そこで本稿では，一度スワヒリ化したアフリ

カ系オマーン人が，帰還後オマーン社会にどの

ように適応していったのかを言語，服装，男女

隔離の３側面から記述し，適応を可能あるいは

困難にさせている要因はなにかという問題を考

えていきたい。この３点を選んだ理由は，オ

マーン・アラブ的伝統を重視するオマーン社会
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において，スワヒリ語の使用，西洋的な服装，

緩やかな男女隔離は目につきやすいために社会

的差異化（ときには差別）の対象，ひいてはアフ

リカ系オマーン人のエスニック・アイデンティ

ティに大きな影響を与えるからである（注４）。本

稿の主題は，これまでの移民研究の多くが紙幅

を費やしてきた社会経済的背景の考察にはない。

こうした条件を無視するわけではないが，本稿

ではむしろ経済的ファクターには還元しきれな

い，言語，服装，男女隔離といった文化的側面

から日常的生活にみられるエスニック・アイデ

ンティティの問題を通じて，アラブ的帰還移民

の適応に関する特質の一端を明らかにすること

に力点を置きたい。それによって，これまで

「適応」という言葉で議論されてきた現象のなか

にも，状況におけるさまざまな「適応段階」や

「適応速度・程度」（本稿ではこれを「適応度」と

して言及）があることを示すことが可能になる

と考える。

結論を先取りするようだが，アフリカ系オ

マーン人の適応度を考察する際，重要になって

くるのが「家庭内と家庭外」の視点である。こ

れまでの移民研究は，「家庭内と家庭外」という

視点を導入する際，ジェンダーの議論に陥りが

ちであった。移民経験（夫が移民であれ，女性本

人が移民した場合であれ）が女性に及ぼす影響（移

民は女性をエンパワーメントするのか否か，ジェン

ダー・ロールやジェンダー・イデオロギーに変化を

与えるのかといった問題）がフェミニズム理論の

枠組みで捉えられてきた。数カ国の帰還移民の

比較研究をしたGmelch, G and S. B. Gmelch

（1995）は，帰還先での限られた雇用機会や社会

的条件のために，女性の方が男性よりも再適応

に困難を感じると指摘している。しかし本稿で

は「女性／男性」という二元論に還元しない，

つまりジェンダーの視点ではない「家庭内と家

庭外」という枠組みで帰還移民の適応を考えて

みたい。それによって，文化的適応におけるア

フリカ系オマーン人独自の「戦略」がみえてく

る。

まず第Ⅰ節では本研究の背景として，19世紀

以降のオマーンからアフリカへの移民状況と現

地への適応状況を概説し，その後に帰還後のア

フリカ系オマーン人のオマーン社会における位

置づけを説明する。続く第Ⅱ節では，オマーン

移民が帰還後今度はどのようにオマーン社会に

適応していったかを記述する。そして第Ⅲ節で

はここでのデータを踏まえ，アフリカ系オマー

ン人の適応度を促進する社会的要因および彼ら

がオマーン社会で生き抜くための「戦略」につ

いて考察してみたい。

なお本稿は，筆者が2000年３月～2002年２月，

2003年８～10月，2004年９～11月におこなった

オマーンの首都マスカットでのフィールドワー

クから得たデータがもとになっている。調査は

インタビュー形式で，本稿のデータは，91人の

オマーン在住かつオマーン国籍をもつアフリカ

系オマーン人（20～70代の男女）のライフヒスト

リーや意識調査と，ネイティブ・オマーン人も

対象とした参与観察に基づいている。91人の属

性は以下の通りである。［性別］男性：65人，女

性：35人。［出身地］ザンジバル：37人，ケニ

ア：５人，タンザニア本土：12人，ブルンディ：

８人，ルワンダ：４人，コンゴ民主共和国：４

人，ウガンダ：１人，エジプト１人，オマーン：

18人。［年代］20代：30人，30代：20人，40代：

25人，50代以上：16人。［宗派］イバード派：80

人，スンナ派：10人，シーア派１人（オマーン
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はイバード派ムスリムが過半数を占める唯一の国

で，イバード派はハワーリジュ派の流れをくむ穏健

派である）。

Ⅰ　研究の背景

1．アフリカへの移民

アラビア半島と東アフリカ沿岸部の地域間に

は，2000年以上も昔からつねに人，モノ，情報

の移動がみられ，海上交易による一大ネット

ワークが発達していた。東アフリカに定住した

最初のオマーン人は，７世紀末ウマイヤ朝カリ

フ，アブドゥル・マリク（ Abdul Malik ibn Mar-

wan，在位695～714年）に反乱を起こして破れた，

オマーン内陸部のジュランダー王朝の指導者で

あったという説が有力である［Ingrams 1967, 73; 

Al-Maamiry 1979, 39; Al-Mughayr  2001（1969）, 14］。

アラビア語で海岸を意味する「サーヒル（sah
・

il）」の複数形「サワーヒル（sawah
・
il）」に由来

するスワヒリは，約3200キロメートルにわたる

東アフリカ沿岸部を指す名称であるのと同時に，

この地域で形成された文化を意味する。スワヒ

リ文化の成立時期をめぐっては明確な回答はな

いが，歴史家の家島によれば土着のバントゥー

文化に，８世紀以降伝来したイスラームが融合

し，さらに８世紀半ばから10世紀，アラブ系，

ペルシア系商人の活躍によってアラブ・ペルシ

ア的要素が強く付加されたという［家島 1993，

326-330］。こうして，人種的特性（バントゥー系，

アラブ系，ペルシア系の混血），イスラーム，スワ

ヒリ語，スワヒリ的生活様式，商業的都市民と

いった特徴をもつスワヒリ文化が成立した［日

野 1980，203；家島 1993，312］（注５）。

オマーンからアフリカへの移民が活発化した

�

��

のは19世紀，とくに1832年に当時のオマーンの

統治者，サイイド・サイード（Sayyid Sa‘ d，在

位1806～56年）がザンジバル（現タンザニア領）

をオマーンの首都にし，そこに定住したことに

よる。彼の時代にオマーン帝国の領土は東アフ

リカ一帯におよび，その結果オマーン移民の移

住先もザンジバルだけでなく，タンザニア本土，

ケニア，ルワンダ，ブルンディ，コンゴ（旧ザ

イール），ウガンダへと拡大した。この大量移民

の背景には貧困からの逃亡といった経済的要因，

さらには内戦からの避難といった政治的要因も

あった。彼らの多くは商人であったが，将来的

な本国への帰還を前提とする出稼ぎ移民ではな

かった。

サイイド・サイードの死後，後継者問題から

内政不安定になったザンジバルは1890年イギリ

スの保護領下に入る。1963年12月10日独立を果

たしたものの，アフリカ人のあいだで高まった

民族感情はアラブに向けられ，わずか１カ月後

の1964年１月12日，アフリカ人による革命（ザ

ンジバル革命）が起こった。この革命により少な

くとも１万人のアラブ人が殺害され，オマーン

移民の多くが本国ではなくアフリカ本土（ダー

ル・エスサラームやカイロ）や湾岸諸国，イギリ

スへ避難した。というのも，当時のオマーンの

スルターン，サイード（Sa‘ d ibn Taymur，在位

1932～1970年）は在外移民をみずからの統治への

脅威になると考え，彼らの帰国を禁じていたか

らである。

一方ザンジバルからのオマーン移民をのちに

受け容れることになるアフリカ本土も，激動の

時代を迎えていた。19世紀前半にオマーンから

の移民が活発化したのち，19世紀末には東アフ

リカは軒並みヨーロッパの植民地支配下に入っ

��

��
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た。ケニア，ウガンダはイギリス保護領，タン

ザニア本土はドイツ領ののちイギリス委任統治

領に，ブルンディはドイツ保護領ののちベル

ギー委任統治領（のちに信託統治領）に，ルワン

ダはドイツ保護領ののちベルギー信託統治領に，

そしてコンゴはベルギー領となった。これらの

地域はいずれも1960年代に独立している。

2．移民先への適応――アラブからスワヒリ

へ――

東アフリカへの移住が本格化した19世紀初頭，

アフリカに渡ったオマーン移民のほとんどが単

身男性であったため，アフリカ人ムスリム女性

と結婚する者が多かった。妻子をオマーンにお

いて移民した男性もアフリカで現地女性と結婚

していることが，彼らの子孫とのインタビュー

からわかっている。経済的に成功した者は本国

から家族を呼び寄せるなど，オマーン人女性も

増加したため，しだいに親族内婚（とくにイトコ

婚）（注６）が選好されるようになった。親族内婚

は王族や富裕階級，有力部族（Al-H
・
 arth 部族な

ど）に顕著にみられた傾向で，アラブの「純粋」

な血統を維持するためであるといわれている。

とはいうものの，初期における女性を伴わない

移民形態が，アフリカ人との混血児を生み出し

たことは事実である。彼らの存在はオマーン帰

還後のアフリカ系オマーン人の社会的ポジショ

ンに大きな影響を及ぼすことになる。

オマーン移民の多くは，何世代あるいは何世

紀にもわたるアフリカでの生活において，確実

にスワヒリ化した。その顕著な例がスワヒリ語

の使用である。インタビューに応じた91人のう

ち62人がスワヒリ語を母語としているが，アラ

ビア語を母語とする者（オマーン生まれの若いア

フリカ系オマーン人）も含め，全員がスワヒリ語

��

を理解することができる。家庭内で積極的にア

ラビア語を使用していた若干名を除き，アフリ

カで生まれ育った者の多くはオマーンへの帰還

時アラビア語を理解できなかったという。つま

りアフリカへの移民第２世代以下は，言語の面

では完全にスワヒリ化したといってよい。ちな

みにスワヒリ語のほかの現地語（たとえばブルン

ディであればルンディ語）や，植民地宗主国の言

語（英語かフランス語）を習得していた者も非常

に多い。このようなマルチリンガル的状況は，

同時代のオマーンではまずありえないことであ

った。

服装についても現地に適応していた。インタ

ビューに応じてくれたアフリカ系オマーン人の

親や祖父母の世代はアフリカでオマーンの伝統

的衣装を着ていた。伝統的衣装とは，男性の場

合，ディシュダーシャ（dishdasha）という長衣

とマサッル（mas
・
arr）というターバンかクンマ

（kumma）という縁なし帽，女性の場合はひざ丈

のディシュダーシャに長ズボン（sirwal），さら

にリース（l su）と呼ばれる綿製のヴェールであ

る。ザンジバル王女（サイイド・サイードの娘サ

ルマ）の自伝およびザンジバル国立古文書館所

蔵の写真からも，階級によって布の質や装飾品

（ハンジャル：khanjarという短剣やブルクウ：burqu

‘という顔面マスクの有無）は異なるが，19世紀前

半からイギリス植民地時代（20世紀初頭くらいま

で）のオマーン移民の服装が，現在のオマーン

の伝統的衣装と大筋では変わらないことがわか

る［Said-Ruete 1981（1888）; ZNA AV5/7; 16/7; 

23/53; 23/106］。

しかし移民第２世代以下であるインフォーマ

ントたちはひとり（50歳半ば，ザンジバル出身）

を除き，みな現地の人びとと同じ格好（男性はシ

��
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ャツとズボン，女性はシャツとスカート，以下「洋

服」と呼ぶ）をしていたという。ザンジバルでは

現地男性の場合，若い世代だと「洋服」にコフ

ィア（kofia：スワヒリ語）という縁なし帽だが，

祝祭やモスクでの礼拝時，あるいは年輩者はカ

ンズ（kanzu：スワヒリ語）という長衣を着用す

る。女性は「洋服」にカンガ（kanga：スワヒリ

語）と呼ばれる１枚布を頭や腰に巻く。男性用

のカンズとコフィアはともに過去にアラブ系移

民がもちこんだ衣装で，カンガはスワヒリ起源

であるが，どれも一般的に着用されるようにな

ったのは奴隷制廃止後（19世紀末）のことである

［富永 2001，163］。一方，アフリカ本土では，植

民地時代以降は男女とも「洋服」が一般的であ

ったようである。とくに若い世代のオマーン移

民女性はカンガなどのヴェールを着用していな

い者もおり，スカートの丈も必ずしも長くはな

かった。こうした傾向は旧ベルギー植民地（ブ

ルンディ，ルワンダ，コンゴ）在住者に顕著にみら

れる。

このように，19世紀末以降，奴隷制廃止に伴

いアフリカ人の服装が変化するにつれ，またオ

マーン移民が世代を経るにつれ，オマーン移民

の衣装も変化していった。ただし，カンズ，コ

フィア，カンガに代表される完全なスワヒリ化

ではなく「洋服」を好んだり，女性に限ってい

えば，徐々に肌の露出が多くなっていった点か

らいって，男女ともに西洋化も混在した変化と

いえよう（現地のアフリカ人も同時に西洋化して

いったといえる）。ただしイード（イスラームの二

大宗教祭）やラマダーン期間中，あるいはモスク

に行く際は，若い世代であっても，男性はカン

ズとコフィアを着用していたという。また女性

もラマダーン中は意識的に髪を覆っていたよう

である。

またアフリカに渡ったオマーン移民は，現地

では男女同席の結婚式をしていたことがインタ

ビューからわかっている。ここでいう結婚式と

は，日本での披露宴に相当する祝いの式ウルス

（‘urs）である（注７）。男女隔離の厳しいオマーン

においては，ウルスも伝統的に男女別におこな

われていたし，現在でもそうである。しかしア

フリカに渡ったオマーン移民は，男女同席で祝

うことが多かったという。またアフリカでは，

思春期を迎えた男女のイトコが日常生活で同席

することも一般的であった。クルアーン学校も

男女共学であり，男性と一緒にモスクに礼拝に

行ったこと記憶している女性もいる（ただし礼

拝場所は内部で男女別）。夫の経営する商店で店

番をしたり，看護士として働く女性もいた。

1970年以前のオマーンと異なり，女性も学校教

育を受けていたため，男性と同じようにスワヒ

リ語を習得した。しかしオマーンの，とくに村

落部においてこうした空間上の男女隔離は徹底

しており，親族集会でも異性が同席することは

まずないし，女性が外で働いたり，外出するこ

とはつい最近までほとんどなかった［Wikan 

1982; Eickelman 1984］。

3．オマーンへの帰還

スワヒリ社会に適応していたオマーン移民に

転機が訪れる。先述のザンジバル革命に加え，

1970年代になると東アフリカの経済・社会状況

は悪化の一途をたどっていた。こうしたプッシ

ュ要因に加え，1970年のスルターン・カーブー

ス（Qabus ibn Sa‘ d）の即位が在外移民帰還のき

っかけとなった。移民の帰還を禁じていた父親

と異なり，カーブースは在外移民を呼び寄せ，

国家建設に積極的に登用した。1970年代アフリ
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カからいっせいに帰還し，首都マスカットに定

住したオマーン移民は，カーブースによる近代

化政策（注８）に歩調を合わせ，オマーンの国家

建設において大きな役割を果たした。

1970年代のオマーンで，アフリカ系オマーン

人であることはひとつのステイタスでもあった。

すでに東アフリカで植民地政府による中等以上

の学校教育を受けている者が多かったため，帰

国後も省庁や石油会社で難なく職を得，高い地

位に到達したからである。当時，ネイティブ・

オマーン人とアフリカ系オマーン人の教育程度

の格差は歴然としていた。外国語能力（とくに

英語）に優れるアフリカ系オマーン人の需要は

高く，専門職に就く者のほとんどがアフリカ系

オマーン人であった。1970年以降，マスカット

には多くの外国人が居住するようになったため，

アフリカ系オマーン人の英語能力が評価された

といえよう。現在でも大学教員，医師，技師と

いった専門職の多くがこのアフリカ系オマーン

人によって占められている。

このような社会的重要性にもかかわらず，オ

マーン社会ではアフリカ系オマーン人に対する

ある種の偏見が存在する。彼らは国籍をもつオ

マーン国民であり，みずからをアラブと認識し

ている一方で，ネイティブ・オマーン人からは

アラブとして認識されていない。こうした差別

意識の根底にあるのは，アフリカ系オマーン人

のもつアフリカ性，そのなかでもとくに母方の

血という要素であることは，別稿ですでに指摘

した［大川 2004a］（注９）。

Ⅱ　帰還後の適応――スワヒリからアラ

ブへ――　　　　　　　　　　

スワヒリ社会に適応したアフリカ系オマーン

人は，今度は本国であるオマーン社会にどう適

応したのだろうか。本節では，言語，服装，男

女隔離という視点から彼らの（再）適応状況を記

述する。帰還地への適応という観点から，イン

タビューに応じた91人のうち，本節で使用する

のは18人のオマーン生まれを除く73人のデータ

である。

1．言語

多くのオマーン移民はアフリカでスワヒリ語

を使用していたため，1970年代オマーンに帰還

した際，アラビア語を流暢に話せなかった。

1970年から80年代後半まで，“Arabic Language

for Returnees（Al-lugha al-‘arab ya lil-‘a’id n）”

という帰還移民のためのアラビア語カリキュラ

ムが存在していたほどである。これは夜間にお

こなわれる成人教育の一環で，アラビア語の読

み書きや会話のできないアフリカ系オマーン人

らに，アラビア語を教授するという内容であっ

た。

だが幼少期に帰還してきた者は，オマーンの

生活のなかで，徐々にアラビア語の方が得意に

なっていった。オマーン生まれのアフリカ系オ

マーン人は，スワヒリ語を理解できるが，母語

はアラビア語である。実際，家庭内では，年輩

の者はスワヒリ語を，若者はアラビア語を話す

傾向にあり，年上の者とはスワヒリ語，年下の

者とはアラビア語を使い分けている者も多い。

ひとつ例を紹介しよう。３人のアフリカ系オ

マーン人キョウダイが口論となった。この３人
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は12人キョウダイのうちの長女（46歳，長子），

三男（29歳），七女（24歳，末子）である。長女

がわたしに語った：

長女「昨日ホテルで弟や妹と口論になったと

き，わたしがスワヒリ語で彼らにどな

っていたの。そしたら彼らは口をそろ

えてスワヒリ語を使うなといったの

よ。」

筆者「彼らはスワヒリ語を理解しているので

すよね？」

 長女「もちろんよ，でもスワヒリ語を使うの

を嫌がるの。わたしにどうしろってい

うのよ，わたしはオマーン人じゃない

んだから（笑）」

長女は11歳までザンジバルのペンバ島で過ご

した。だが，弟と妹はオマーン生まれのオマー

ン育ちである（３人ともオマーン国籍をもつ）。長

女は両親や夫と会話をするときにはスワヒリ語

を使用する。弟も妹もスワヒリ語を理解はする

が，積極的に使わないどころか，姉が話すこと

も嫌がっているのである。このように若い世代

では，アラビア語を話すことが多くなっており，

年輩者も家庭生活のなかで徐々にアラビア語を

学ぶようになっていった。年輩者も，オマーン

においては可能であればアラビア語を話す方が

適切であると考えているのである。

2．服装

1970年代，帰国したアフリカ系オマーン人は

男女ともいわゆる「洋服」を着用していた。今

でこそ，都市部に住む女性（ネイティブであれ，

アフリカ系であれ）は，年輩者のごく少数を除き，

くるぶし丈のワンピースとヒジャーブ（h
・
ijab）あ

るいはラハーフ（lah
・
af）と呼ばれるヴェールを

着用しており，アフリカ系オマーン人が着用し

ていた「洋服」（シャツとスカート）に近い格好

といえなくもない。しかし，1970年当時のネイ

ティブ・オマーン人はみな伝統的衣装を着用し

ていた。ネイティブ・オマーン人側も「洋服」

をアフリカ系オマーン人の服装と認識していた

という。

しかし帰還後すぐに，アフリカ系オマーン人

の服装にも変化がみえだす。官庁，民間を問わ

ず，男性は就労時間中のディシュダーシャの着

用が義務づけられているため，それを遵守する

ほかない。しかしアフリカ系オマーン人の若い

世代は，家のなかや夜間の外出時に「洋服」で

いる。これは同世代のネイティブ・オマーン人

にはまず考えられないことである。

一方，女性の方はより複雑である。インタビ

ューに応じた31人の女性のうち21人（ほとんど

が若い世代）が，アフリカにいたときヴェールを

被っていなかった。オマーンへの帰還時も同様

であったという。しかし，2001年の時点では２

人を除いた全員が外出時髪を覆うヴェールを被

っていた（注10）。この２人はともに旧ベルギー植

民地出身者で，帰還移民第１世代である。つま

り，多くの者はオマーンに来て数年あるいは十

数年のうちに服装を変えたということである。

その理由として彼女たちは，「宗教だから」「社

会的規範・要求のため」「周囲からの尊敬を得る

ため」と述べている。帰国後マスカットにおい

て，オマーンの伝統的衣装を着用している者は

いないが，全員がくるぶし丈のワンピースある

いは「洋服」（シャツとスカート／ズボン）を着用

し，アフリカにいたときよりも肌の露出度を少

なくしている。

さらに，女性にはアバーヤ（‘abaya）と呼ば

れる黒地の外出着という選択肢もある。ネイテ
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ィブ・オマーン人女性は必ずといってよいほど

アバーヤを着用する。一方，インタビューに応

じたアフリカ系オマーン人女性の約半数がア

バーヤを日常的には着用していない。彼女たち

の多くは，葬式やラマダーンなどの最中，公共

的な場以外では着用しないと述べており，実際，

インタビュー時（彼女らの職場や喫茶店といった

公共的な場であっても）アバーヤを着用していた

のは年輩者４人ほどであった。

3．男女隔離

オマーンでは親族同士で集まる機会が多い。

こうした日常的な集会のほか，ラマダーンや

イードで親族が集う際，アフリカ系オマーン人

は男女同席の場合がよくある。異性のイトコ同

士が握手をすることもある。これはネイティ

ブ・オマーン人にはみられない慣習である。

しかし結婚式に関しては変化がみられた。か

つては男女同席の式もあったのだが，1980年代

あたりからアフリカ系オマーン人たちも男女別

に祝うようになったのである。筆者も2000年以

降さまざまな結婚式に参加したが，男女同席の

式はひとつもなかった。ただし結婚式での食事

や音楽，ダンスはいまだにアフリカ的なもので

ある。たとえば，米を主食とするオマーンの食

事に対して，とうもろこしの粉を練ったウガリ

を主食に，プランテン（青バナナ）やココナッ

ツミルクを多用したスワヒリ料理が並ぶ。また

マンダージと呼ばれる揚げパンも頻繁に食され

る。女性のダンスも，官能的に腰を振り，手足

も使う動的なアラブ式と異なり，スワヒリ式に

円になり，一定方向にゆっくりと腰だけ振って

進むという動きをとる。

また，インタビューに応じた女性で，学生を

除いたほとんどの人が職に就いていた（２人い

た専業主婦もかつては職に就いていた）。これも

アフリカ系オマーン人女性の特徴である。ちな

みにオマーンでは民間企業よりも政府機関勤務

の方が女性の職場として好ましいと認識されて

いる。というのも，給与や休暇といった待遇が

よく，職場の人間以外と接触する機会が少ない

からである。ネイティブ・オマーン人が異性と

の接触の多い職業を敬遠する結果，必然的にア

フリカ系オマーン人女性がそうした職業に就く

ことになる。インタビューに応じた女性も旅行

代理店やホテル受付，銀行員といった民間企業

に多く勤めている。さらに身体露出という点で

いえば，タブロイド誌に掲載された写真に，ヴ

ェールなしで写っているアフリカ系オマーン人

女性もいた。テレビアナウンサーを務めるアフ

リカ系オマーン人女性も，番組中，形式上はヴ

ェールをまとってはいるものの，髪の大部分が

みえている。こうした姿勢は，ネイティブ・オ

マーン人女性にはまずありえない。

Ⅲ　考察――アフリカ系オマーン人の適

応度と「戦略」――　　　　　

以上，オマーンへの帰還を機にアフリカ系オ

マーン人が言語（スワヒリ語からアラビア語へ），

服装（「洋服」からオマーン的衣装，女性に関して

いえばヴェール化へ），そして男女隔離（厳格化）

の点で確実に変化したことをみてきた。こうし

た変化を促進すると思われる社会的要因を以下

で考察してみたい。

1．適応度の促進要因

まず第Ⅰ節，第Ⅱ節で取り上げた言語，服装，

男女隔離について整理してみよう。

第１に，アラビア語の習得はオマーンで生活
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するうえで必須である。オマーンの公用語はア

ラビア語であるし，メディア，学校教育におけ

る言語もほとんどがアラビア語である。生活に

不自由するかどうかの問題だけではない。クル

アーンの言語であるアラビア語を神聖視するオ

マーン社会において，スワヒリ語の使用は蔑視

される傾向が強い。ネイティブ・オマーン人が

アフリカ系オマーン人の特徴に言及する際，第

１にあげるのがこのスワヒリ語の使用である。

つまりスワヒリ語は，アフリカ性の象徴といえ

るのである。

第２に，服装の変化は，アラブ・イスラーム

的規範が遵守されている社会への移入という，

環境の変化によるものである。国民服の着用が

政府から義務づけられている男性には選択の余

地はない。一方，女性は政府から課された義務

はなく，ヴェール着用を含めた服装の選択も自

由である。しかしヴェールをかぶらないことは，

ネイティブ・オマーン人の考えるアラブ・イス

ラーム的伝統に反することであり，ヴェール着

用は社会的尊敬の獲得と分かちがたく結びつい

ている。

第３に，筆者が調査対象としたアフリカ系オ

マーン人の全員が，自分たちの方がネイティ

ブ・オマーン人よりも緩やかな男女隔離を実践

していると認識している。とはいうものの，親

族同士の小規模な集まりの際はいまだに男女の

同席がみられるが，より公共的な結婚式は男女

別におこなうようになってきている。こうした

変化の背景にはつねに対置関係にあるネイティ

ブ・オマーン人の存在がある。ネイティブ・オ

マーン人は，結婚式は男女別で執りおこなわれ

るべきだと考えており，アフリカ系オマーン人

の慣習を歓迎していない。結婚式のような大規

模な集会は，親族だけにとどまらず，アフリカ

系オマーン人とネイティブ・オマーン人がとも

に集う場である。したがって日常的な小規模な

親族集会と異なり，ネイティブ・オマーン人を

考慮した男女隔離の形態を自発的にとるように

なったと思われる。またアフリカ系オマーン人

は，1970年代には服装の面でも，生活様式の面

でも際だった存在であったが，オマーンでの居

住年数が長くなるにつれて，ネイティブ・オ

マーン人との接触機会も増える。彼らの存在が

当然視されるようになると，同じオマーン国民

としてのオマーン・アラブ的規範に従うことが

求められるようになる。

このように帰還後確実に変化を遂げているア

フリカ系オマーン人ではあるが，オマーン政府

は同化政策を推進しているわけではない。そも

そも宗派やエスニシティにおける差異化をよし

としないオマーンは，アフリカ系オマーン人を

エスニック・グループとして認めてはいない。

それにもかかわらずアフリカ系オマーン人が，

オマーン・アラブ的生活様式に近づこうとして

いるのはなぜか。彼らが適応を試みる，あるい

は彼らの適応度を促進させる社会的要因として

以下の点が考えられる。その過程を順を追って

説明しよう。

第１は，彼らがアフリカでの革命によって追

放された難民であったという点である。つまり

オマーンでの生活に適応できないからといって，

かつての移住先に戻ることは許されない。実際，

石油経済で潤っているオマーンに比べ，経済お

よび治安状態の悪いアフリカに再移住するとい

う選択肢は彼らにはなかった。

第２は，マイノリティそして帰還移民として

の立場から，さらにネイティブ・オマーン人か
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らの蔑視を避けるためにアフリカ性を減らそう

という意識から，アフリカ系オマーン人がオ

マーン社会に適応せざるをえないという点であ

る。再移住の可能性がないのなら，オマーン社

会で生きていくほかはない。ところがアフリカ

系オマーン人はアラブと自認しているが，ネイ

ティブ・オマーン人から必ずしもそうは思われ

てはいないことを認識している。アラブにとっ

て，公式な系譜関係は父方のみをたどる。アフ

リカ系オマーン人のように，アラブ・ムスリム

男性とアフリカ人ムスリム女性とのあいだに産

まれた子も，系譜上からはアラブとされる。な

ぜならば，父系のみをたどる系譜の性質上，母

親はそこから排除され，アラブを祖先にもつ男

系関係だけが残るからである。この事実がアフ

リカ系オマーン人のアラブとしての自己認識の

根拠となっている。それにもかかわらず，ネイ

ティブ・オマーン人がアフリカ系オマーン人を

アラブと認めないのは，アフリカ系オマーン人

の系譜の信憑性を認めていないからではない。

たとえ系譜が真実であっても，ネイティブ・オ

マーン人にとってそれだけではアラブであるに

は不十分である。つまり彼らにとっては，系譜

には現れないアラブとしての純血性（身体的特

徴も含む）や言語（アラビア語），さらには服装

や男女隔離といった行動レベルの問題を含めた

総合的な要素によってアラブ性が成立するので

ある［大川 2004a］。したがって，こうしたアラ

ブ性の獲得のために（差異の克服のために）アフ

リカ系オマーン人の文化（規範）適応度が促進さ

れる。

第３は，アフリカ系オマーン人自身の価値判

断の変化である。上記のようなマジョリティへ

の歩み寄りの過程で，それまでアフリカで実践

していた諸慣習が，オマーンに来て「正しくな

い」ものであったことに気づいたと述べるアフ

リカ系オマーン人は多い。またネイティブ・オ

マーン人が蔑視するアフリカ性の提示に抵抗感

をもち，人前でスワヒリ語を話さない者もいる。

とくに若い世代のアフリカ系オマーン人はネイ

ティブ・オマーン人とともにオマーンで教育を

受けており，両者の慣習における差異は存在し

てはいるものの，1970年代に比べて縮小傾向に

ある。

「帰還後変わったことはあるか」という質問に

対し，男女の過半数が「変わった」と答えてい

る。その内容は，「言葉」，「より宗教的になっ

た」，「服装が変わった」，「社会に合わせるよう

になった」，「人の目を気にするようになった」

というものである。つまり，アラビア語を話す

（理解できる）ようになった，異性と接触しない，

服装に気をつける，といった事柄である。

こうしたアラブ・オマーン的生活様式への歩

み寄りは，なにも国家やネイティブ・オマーン

人側からの直接的かつ強制的圧力の結果ではな

い。しかし以上のような諸条件によって，アフ

リカ系オマーン人側の自発的な変化が促進され

たのである。

2．活動領域による適応度の差

換言すると，アフリカ系オマーン人による適

応とは，つねに「他者」（正統なオマーン・アラ

ブ文化を保持するネイティブ・オマーン人）を意識

して，それに同化するべく自己を形成する過程

であるといえる。実際，ネイティブ・オマーン

人がアフリカ系オマーン人を差異化する際に，

第Ⅰ節や第Ⅱ節であげたような，スワヒリ語の

使用，服装，男女隔離の様式にしばしば言及す

るし，同時にアフリカ系オマーン人自身もこの
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３点についてはネイティブ・オマーン人と異な

ることを意識している。そのため，ネイティ

ブ・オマーン人と関わりをもつ「公共的な領域」

でこそ適応度が高い（あるいは適応しているよう

に見せる）という特徴を我々は看取することが

できるのだ。ちなみにこの場合の「公共的な領

域」とは，「家庭外」とほぼ同義である。という

のも，アフリカ系オマーン人は内婚傾向がきわ

めて高いため［大川 2004a］（注11），ひとつの家庭

内にアフリカ系オマーン人とネイティブ・オ

マーン人が混在することは珍しい。したがって，

アフリカ系オマーン人が日常的にネイティブ・

オマーン人と接触するのは家庭外ということに

なる。以下，これまでのデータを家庭内，家庭

外という視点を軸に読み直してみよう。

家庭内とくに年輩の親族とスワヒリ語で会話

している者も，外ではアラビア語を話すことが

多い。なかにはスワヒリ語の知識を隠す者すら

いる。タンザニア出身の40代男性は，自分の母

語はアラビア語だと筆者に語っていた。しかし

彼とアラビア語で会話していると，文法の誤り

に気づくことがよくあったし，携帯電話での会

話を聞いていると，子供以外の親族とは必ずス

ワヒリ語を使用していた。服装に関しても，若

いアフリカ系オマーン人男性は家のなかで「洋

服」を着ていることが多く，女性も家のなかで

はヴェールを着用しない（注12）。しかし家庭外，

たとえばモスクや病院となると男性は伝統的国

民服を，女性はヴェールを着用する。男女隔離

に関しても，家族や親族内の集まりでは男女同

席が多くても，ネイティブ・オマーン人と関わ

りをもつ結婚式や集会では男女別が徹底してき

ている。すなわち，家庭内ではアフリカ性を維

持していても，公共の場すなわち家庭外ではネ

イティブ・オマーン人の行動規範に近づき，同

化を進めているように振る舞うのである。つま

り，アフリカ系オマーン人のオマーン社会への

適応度は家庭外という場においてより進んでい

る，もしくはアフリカ系オマーン人は家庭外で

そのように自己を呈示しているのである。

こうした「家庭内と家庭外」の使い分けは言

語・服装・男女隔離以外の社会的領域にもあて

はまる。たとえばアフリカ系オマーン人の家庭

ではいまだにスワヒリ料理が一般的である。ま

たアフリカでは町をあげて盛大に祝っていた預

言者ムハンマドの生誕祭（マウリド）も，伝統

的に祝っていないネイティブ・オマーン人の慣

習に合わせおこなわれなくなった［大川 2004b］。

家庭内での祝い事ならまだしも，街頭や広場と

いう家庭外の場でおこなわれる祭りにあっては，

ネイティブ・オマーン人の目を気にするのも当

然であろう。

このように，みずからの文化的アイデンティ

ティを主張することなく，こうして帰還先の社

会に組み込まれていく過程で，「家庭内と家庭

外」という活動領域を使い分ける，とくに他者

の目がある家庭外で適応しているように行動す

ることこそ，彼らの「戦略」なのである。

お わ り に

帰還先への適応状況をみることによって，

「家庭内と家庭外」で適応度に差があることが明

らかになった。こうした使い分けは，前節で述

べたような条件に影響された彼らの適応に対す

る積極的態度といえよう。

オマーンにはエスニシティの登録はなく，ア

フリカ系オマーン人も活動母体をもつ集団では
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の呼称の拡大的解釈およびポリティクスについては大

川（2004a）を参照されたい。

（注２）筆者のインタビューに応じたアフリカ系オ

マーン人はみな移民第2世代以下であり，オマーンで

生まれ，アフリカに移民し，オマーンに戻ってきた者

はいない。そうした意味で彼らを「帰還」移民と呼ぶ

には議論の余地があろう。しかし歴史的にみた場合，

個人ではなく，集団のレベルで移民として本国を離れ，

帰還するというプロセスを経ているため，本稿ではさ

しあたり，return migrantsの訳語としての「帰還移民」

を採用する。

（注３）本稿における「混血」とは，アフリカ人と

のあいだに生まれた祖先をもっているという意味であ

る。ここでいう「アフリカ人」とは，「スワヒリ」と

呼ばれているアフリカ人ムスリムの，とくに女性であ

り，アフリカ在住のアラブではない。ちなみに混血か

どうかはインタビューの際の自己申告に基づく。

（注４）帰還後の宗教実践や帰還先オマーンに与え

た宗教，教育面への影響については，大川（2004b）

を参照されたい。

（注５）本稿で扱うアラブ移民はもともとイスラー

ムを信奉しているため，本稿でいう「スワヒリ化」は

このなかのスワヒリ的生活様式（服装，食生活など）

とスワヒリ語を意味する。

（注６）オマーンを含む中東アラブ社会では，部族

内婚そのなかでもとくに父方平行イトコ婚が選好され

ている。実際はそれほどの拘束力はもたないものの，

部族内婚は村落部ではいまだにひろく実践されている。

（注７）ウルスの前におこなわれる契約式（オマー

ン方言でmalika）には，モスクで男性のみが参列する。

（注８）オマーンは1970年まで１世紀にわたり事実

上鎖国状態にあった。国家の発展のために石油収入を

利用することを拒んだ前スルターンの政策は国民の反

感をかい，彼の息子である現スルターンは1970年，宮

廷クーデターを起こし，政権の座に着いた。

（注９）移民先でオマーン人男性とアフリカ人ムス

リム女性との通婚がみられたため，筆者がインタビ

ューをおこなった91人のうちアフリカ人との混血は66

人にのぼる。

（注10）このうちひとりの女性宅を筆者が訪問した

ない。またオマーン社会でアフリカ系オマーン

人としてのアイデンティティを主張しようとい

う動きもさしあたり見受けられない［大川 

2004a］。そもそも，現オマーン政府は外国人出

稼ぎ労働者を含めた新たな移民の流入を制限し

ており，現時点ではアフリカからの帰還者がオ

マーン国籍を取得することは非常に困難である。

さらには，宗派やエスニシティの差異化を認め

ないオマーン政府の方針によって，アフリカ系

オマーン人の記憶や経験がおおやけに語られた

り，モニュメントが建設されることもない。つ

まり国家による移民同化政策が施行されなくて

も，こうした暗黙のうちに同化を歓迎するよう

な政府の姿勢は，スワヒリ的な文化を保持する

アフリカ系オマーン人への無言のプレッシャー

になっていると考えられる。

こうした同化圧力は，政府の政策とは別に，

ネイティブ・オマーン人がマジョリティを占め

るオマーンで，マイノリティとして日常生活を

送る帰還移民にとっての現実として存在する。

オマーン社会において，「オマーン・アラブの伝

統」こそが正統とされ，こうした伝統的慣習を

身につけることは社会的威信や名誉と深く関わ

っている。そのため，アフリカ系オマーン人た

ちがネイティブ・オマーン人に同調的姿勢をと

る土壌が生まれ，事実しだいにアラブ・オマー

ン的文化――アラビア語を話し，オマーン人的

服装をし，男女隔離を実践する――に適応して

いる傾向が読み取れるのである。

（注１）総人口233万人（うちオマーン国民178万人：

2003年度）のうち，アフリカ系オマーン人の割合は判

然としない。ちなみに，アフリカ系オマーン人は現代

のオマーン社会で，「ザンジバル（の）人」を意味す

る「ザンジバリー（Zinjibar ）」と呼ばれている。こ��
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際，そこにいた女性（筆者の知人であるアフリカ系オ

マーン人，エジプト人，ネイティブ・オマーン人）全

員がヴェールを被っていなかった。室内ではよくある

ことである。しかし筆者が許可を得て写真を撮ろうと

すると，そこにいたネイティブ・オマーン人は逃げ出

したし，エジプト人も大急ぎでヴェールを着用した。

一方，アフリカ系オマーン人はまったく気にしていな

かったのである。

（注11）既婚者67人のうち，ネイティブ・オマーン人

と結婚しているのは４人しかいない。このうちのひと

り，40代後半のタンザニア出身の男性は，家庭内でも

スワヒリ語をいっさい話さない。

（注12）私見のおよぶ限りでは，ネイティブ・オマー

ン人女性は通常家のなかでもヴェールをゆったりとで

はあるが着用していることが多い。
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